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四
六

に
仕
へ
、
十
一
年
正
月
林
道
春
の
門
に
入
b
、
そ
の
一
の
も
あ
り
、
有
一
容
の
も
あ
る
。
叉
六
容
に
な
っ
た
の
一
る
名
所
・
硲
蹴
・
珍
説
脅
靴
め
た
も
の
で
、
森
川
平
次

官
岡
地
加
に
敏
へ
ら
れ
た
。
こ
十
年
七
局
朝
鮮
の
聡
使
が
一
で
見
る
と
、
ま
だ
第
四
容
と
第
六
容
と
の
聞
に
線
本
一
の
秘
笈
議
瞥
に
牧
め
で
あ
る
。

来
た
時
、
逝
英
朴
泡
士
な
る
も
の
と
唱
和
し
て
実
名
一
の
あ
る
こ
と
が
判
る
か
ら
、
元
来
七
加
で
あ
っ
た
も
一
カ
Z
ツ
ノ
ウ
ゴ
ウ
ソ
ン
サ
ン
プ
ツ
キ
加
越
能
郷

大
に
襲
っ
た
。
高
治
二
年
太
町
俣
の
仕
を
僻
し
て
浪
一
の
で
あ
ら
号
。
是
等
の
号
ち
初
の
ご
容
や
・
加
給
闘
諦
一
材
産
物
記
一
加
。
領
内
滞
村
の
産
物
そ
十
村
か
ら

人
と
な
っ
た
が
、
寛
文
四
年
大
理
寺
侯
前
回
利
明
聴
一
胞
と
し
て
、
残
像
を
越
州
軍
記
演
は
越
前
軍
記
と
し
一
欝
上
げ
た
も
の
L
潟
で
、
議
・
常
一
・
紙
・
炭
・
茶
・
段
義
・

し
て
旅
ご
百
五
十
石
を
給
し
、
七
年
抗
十
石
を
増
し
二
た
本
と
、
争
一
部
売
沼
じ
て
加
越
闘
器
削
記
と
し
た
本
と
一
絹
布
・
木
綿
・
陶
然
・
木
地
銀
・
竹
総
・
筑
・
そ
う
け
・
諸

就
い
て
そ
の
鱗
競
世
間
い
た
。
延
賢
三
年
四
月
八
日
一
が
あ
る
。
案
ず
る
に
も
と
全
編
越
州
軍
記
文
は
越
前
一
緒
・
問
・
鍾
・
針
金
、
そ
の
他
食
用
品
の
抵
魚
・
索
麺
・

残
す
る
時
年
六
十
四
。
一
軍
記
で
あ
っ
た
の
や
.
、
最
初
の
ご
容
に
加
賀
の
一
向
一
千
郷
・
崩
海
鼠
・
喫
斗
飽
・
刺
儲
・
海
務
・
木
氏
な
ど
の

カ
ウ
ノ

εチ
ヨ
シ
河
野
語
義
逝
稽
久
太
郎
。
一
一
授
と
越
前
の
朝
食
氏
と
の
交
捗
札
宥
恕
し
て
あ
る
か
一
出
る
村
々
を
場
げ
で
あ
る
o
元
隊
六
・
七
年
頃
の
調

脱
は
淡
水
。
老
臣
提
民
の
奥
カ
河
野
=
一
郎
左
衛
門
の
一
ら
、
加
賀
人
が
加
錨
閑
静
担
の
れ
や
・
加
ヘ
、
後
に
は
一
一
資
で
あ
る
。

子
で
、
交
政
十
年
父
の
旅
百
八
十
石
を
受
け
た
。
遁
一
延
い
て
全
編
宥
も
し
か
呼
ん
だ
の
か
も
知
れ
な
い
。
一
ヵ
Z
ツ
ノ
ウ
コ
ジ
モ
ン
ド
ウ
加
越
能
故
事
問
答

義
夙
に
加
島
椛
及
び
自
得
流
の
火
箭
術
に
長
じ
て
ゐ
一
第
三
容
以
下
は
主
と
し
て
朝
食
氏
・
統
制
民
・
都
江
二
一
加
。
奥
様
に
一
名
金
府
部
記
、
作
者
米
符
と
あ
る
。

た
が
、
後
百
黒
億
尚
に
鍛
壌
を
、
本
多
利
明
に
測
蹴
一
氏
・
富
田
氏
・
平
泉
寺
等
の
こ
と
で
、
加
越
闘
諦
記
の
一
凶
事
局
披
問
答
の
異
本
と
見
る
べ
き
も
の
で
、
問
事

を
、
黒
川
良
安
に
天
文
・
府
襲
を
修
め
、
六
位
十
分
一
名
は
ふ
さ
は
し
〈
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
騎
綿
栴
で
あ
る
。

八
線
表
脅
製
し
、
索
開
問
形
即
ち
拠
物
線
を
研
究
し
、
一
カ
Z

ツ
ノ
ウ
カ
イ
サ
ク
ガ
タ
キ
ユ
ウ
レ
イ
加
越
一
ヵ
Z
W
J
ノ
ウ
ヨ
プ
ン
ソ
ウ
加
越
能
古
支
種

J

文
化
四
年
及
び
八
年
出
現
の
器
患
を
観
測
し
、
文
政
一
能
改
作
方
程
例
一

mmo
一
名
殴
作
方
秘
書
。
殴
作
一
カ
ノ
ウ
エ
ツ
コ
プ
y
y
ユ
ウ
加
能
越
古
文
楽
。
一
カ
Z
ツ
ノ
ウ
ダ
イ
ロ
ス
イ
ケ
イ
加
越
能
大
路
水

四
年
以
降
西
村
太
神
等
と
共
に
金
律
分
間
鎗
闘
の
調
一
奉
行
の
心
得
ぺ
き
世
作
施
行
の
沿
革
及
び
保
円
等
脅
一
ヵ
Z
ツ
ノ
ウ
サ
ン
シ
ユ
ウ
カ
ヂ
ケ
イ
ズ
加
越
能
一
綬
ハ
一
〉
原
著

l
一
般
。
加
越
能
大
路
水
綬
・
加
越

川
町
内
山
十
れ
れ
ば

M
M

諮問日
M

U

M

-れ
れ

れ

カ

イ

サ

タ

キ

ホ

ン

ラ

イ

レ

キ

加

越

一

九

州

刊

誌

た

お

れ

旧

日

間

仰

げ

れ

ば

い

古

川

即

時

時

間

同

れ

れ

れ

か

日

嘉
永
三
年
封
内
の
海
岸
に
議
場
築
造
の
議
が
あ
っ
た
一
能
改
作
起
本
来
匡
一
加
。
加
越
能
三
州
に
於
け
る
一
・
も
の
で
あ
る
。
一
等
そ
詳
記
し
、
河
流
に
接
約
す
る
山
裁
の
路
模
を
も

時
、
逝
議
録
に
献
持
す
る
厨
あ
っ
た
が
、
翌
四
年
六
一
殴
作
に
闘
す
る
記
録
で
、
最
後
に
寛
永
三
年
前
川
利
一
ヵ
Z
W
J

ノ
ウ
ザ
ン
シ
ユ
ウ
ヨ
ウ
シ
デ
ン
加
越
箆
一
掲
げ
る
。

月
サ
八
日
に
残
し
た
。
享
年
六
十
一
0

・
一
常
上
洛
の
際
本
凶
寺
そ
朕
館
と
し
、
日
翁
や
・
務
に
抗
一
三
州
孝
子
傍
若
者
は
有
志
ぴ
主
人
と
あ
っ
て
、
何
一
ハ
一
一
〉
重
修
大
節
水
終

l
コ
一
加
。
大
滞
君
山
著
。
土
屋

カ
Z

キ
コ
ウ
謀
役
雰
一
加
。
嘉
永
六
年
一
此
十
一
〈
に
烹
っ
た
次
第
を
併
記
し
て
あ
る
。
一
人
と
も
判
断
し
得
ぬ
が
、
序
文
に
よ
れ
ば
寛
政
六
年
一
義
休
の
蒋
脅
訂
正
し
た
も
の
o
般
に
正
徳
回
申
午
年

嵐
篤
好
著
。
軍
役
に
際
し
て
村
民
か
ら
人
夫
脅
出
す
一
カ
Z
ツ
ノ
ウ
カ
ヂ
イ
チ
ラ
ン
ヒ
ョ
ウ
加
競
能
鍛
一
春
の
作
で
あ
る
。
一
君
山
識
。
卒
保
一
一
十
一
一
内
反
軍
修
。
と
あ
る
。

員
数
等
の
こ
と
や
・
排
じ
た
も
の
で
あ
る
。
一
冶
一
臨
晶
表
一
帖
。
領
内
の
古
万
鍛
工
や
・
申
央
に
記
一
ヵ
Z

ツ
ノ
ウ
ザ
ン
シ
ユ
ウ
ダ
イ
ロ

F
ウ
テ
イ
キ
丈
=
一
〉
一
増
補
大
路
水
綬

l
六
珊
o
天
保
六
年
石
黒
信
由

カ
Z
W
J

キ
ユ
ウ
セ
キ
キ
加
越
奮
踏
記
ご
加
。
一
し
、
新
万
鍛
工
を
左
右
に
分
け
て
番
附
に
し
た
も
の
一
加
越
能
=
一
州
大
路
謹
翠
記

4
サ

y
y
ユ
ウ
ダ
イ
ロ
一
が
土
屋
義
休
の
者
を
夏
に
増
補
し
た
も
の
で
、
河
川

一
名
賀
永
誌
。
前
問
綱
紀
が
質
永
元
年
領
内
村
々
か
ご
で
あ
る
。
一
に
御
凶
銘
刀
番
附
と
も
い
ふ
。
米
に
誠
一
ド
ウ
テ
イ
キ
三
州
大
飾
業
記
。
一
の
み
な
ら
ず
、
湖
潟
・
祖
泉
・
際
路
の
こ
と
ま
で
恕
し

ら
鶴
践
等
を
書
き
上
げ
し
め
た
も
の
を
長
瀬
諦
兵
衛
一
永
七
年
賀
春
永
搾
捜
板
と
あ
る
。
一
ヵ
Z

ツ
ノ
ウ
サ
ン
セ
ン
キ
加
越
能
山
川
記

4
一
で
あ
る
。

等
が
編
集
し
た
も
の
o
加
賀
凶
石
川
・
河
北
・
能
美
郡
一
カ
Z
ツ
ノ
ウ
グ
ン
ダ
ン
加
越
能
軍
談
一
此
加
。
一
カ
エ
ツ
ノ
ウ
ダ
イ
ロ
ス
イ
ケ
イ
加
越
能
大
崎
町
水
一
カ
Z
ツ
ノ
ウ
ダ
イ
ロ
ス
イ
ゲ
ン
キ
加
越
能
大
路

.

尚

来

と

越

申

凶
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波

・

射

水

郡

南

衆

と

に

分

か

た

れ

一

加

越

能

=

一

州

の

諸

戦

闘

売

記

し

た

も

の

で

、

著

者

等

一

諜

。

一

・

水

源

記

4
カ
エ
ツ
ノ
ウ
ダ
イ
ロ
ス
イ
ケ
イ
加
越

て

て

ゐ

る

。

て

は

明

ら

か

で

な

い

。

一

カ

エ

ツ

ノ

ウ

シ

ユ

ツ

タ

イ

シ

ン

ソ

ン

ソ

ン

メ

イ

キ

一

能

大

路

水

無

o

E

l

F
f
.
4
r
'
Z
一ず

F
O
Y
Oキ
如
露
岡
詳
記
質
越
関
脅
一
カ

Z
V
ノ
ウ
ゴ
ウ
Y
Y
キ
ユ
ウ
プ
ン
ロ
タ
加
起
一
・
加
越
能
出
来
新
村
村
名
記
一
蹄
o
E保
三
年
か
ら
一
カ
Z
W
J
J
ウ
チ
ズ
加
越
髭
地
園

J
Y
夕
日
ヨ
同
-
-

E
E
E
E
d
i
 

-. 

も
の
で
あ
る
。

カ
Z
ツ
ノ
ウ
ジ
ヨ
ウ
シ
ユ
キ
加
越
能
按
孟
記

一m
加
。
脂
淵
官
同
定
務
。
金
持
城
や
・
始
め
、
加
越
能
三

州
に
存
す
る
古
城
砦
の
来
阪
鱒
設
を
集
録
し
た
も
の

で
あ
る
。

カ
Z
W
J

ノ
ウ
シ
ヨ
タ
ヨ
ウ
加
越
能
諸
事
者
夫

米
夫
銀
考
・
普
締
役
考
・
出
銀
考
を
牧
め
る
。
奥
欝
に

『
右
考
殻
湯
浅
滋
良
の
叉
新
知
目
録
に
載
之
と
灘
、

奥
書
姓
街
等
無
之
故
調
m
者
不
詳
。
譲
治
良
之
向
持
乎

-zk
。
』
と
見
え
る
。

ヵ
Z
ツ
ノ
ウ
ダ
イ
ゼ
ン
加
越
能
大
会
十
八
加
。

内
一

mm総
目
録
。
永
延
元
年
官
接
氏
が
加
賀
に
入
っ

た
時
か
ら
高
治
元
年
前
聞
綱
紀
の
初
に
至
る
ま
で
の

記
事
。
岩
原
税
が
弘
化
ご
年
か
ら
嘉
永
二
年
に
石
市
る

聞
の
著
述
で
あ
る
。


